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【社会変化の動向】＜差替版＞
鳥取市（全域） 東部新市域

2005年 2023年 増減 2005年 2023年 増減

人口（人） 199,989 182,146 ▲ 17,843 人口（人） 12,069 10,796 ▲ 1,273

世帯数（世帯） 72,589 81,876 9,287 世帯数（世帯） 3,739 4,470 731

平均世帯人員（人） 2.76 2.22 ▲ 0.53 平均世帯人員（人） 3.23 2.42 ▲ 0.81

高齢化率（％） 21.0 30.5 9.5 高齢化率（％） 23.0 31.2 8.2

旧鳥取市域 南部新市域

2005年 2023年 増減 2005年 2023年 増減

人口（人） 150,378 143,465 ▲ 6,913 人口（人） 15,269 11,132 ▲ 4,137

世帯数（世帯） 57,595 65,795 8,200 世帯数（世帯） 4,465 4,515 50

平均世帯人員（人） 2.61 2.18 ▲ 0.43 平均世帯人員（人） 3.42 2.47 ▲ 0.95

高齢化率（％） 19.0 28.4 9.4 高齢化率（％） 29.6 42.5 12.9

西部新市域

＊鳥取市の住民登録データを基に報告者作成 2005年 2023年 増減

＊人口・世帯数は4月末時点、高齢化率は3月末時点 人口（人） 22,273 16,753 ▲ 5,520

世帯数（世帯） 6,790 7,096 306

平均世帯人員（人） 3.28 2.36 ▲ 0.92

高齢化率（％） 27.5 39.9 12.4



【社会変化の動向】

◎南部を筆頭に新市域の人口減少と世帯規模の縮小、高齢化の進
展が著しい。老人クラブ等地域団体の担い手の減少、高齢化が進
み、解散や活動停滞に

◎旧市域でも、地域のつながりの希薄化・自治会加入率の低下等で
地域団体の活動が停滞傾向

◎世帯規模の縮小により、家族の子育て力や介護力が衰退傾向
→ 虐待や介護殺人・心中の増加、ヤングケアラーの社会問題化

◎家族・地域のつながりの希薄化とともに、孤独死する人、不登校
   （30万人）、ひきこもり（146万人）等、制度の狭間で孤立する々が
増加
→ 孤立が支援を必要とす人への対応を困難にさせ、生活課題をさ

らに複雑化・深刻化させる悪循環 …etc.

★地域のつながりを「福祉の視点」で再生し、孤立する人々を包摂（参
加を促し、あらゆる人を受け止める）する地域づくりへ



『2022年 国民生活基礎調査』（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa19/dl/05.pdf）

◎孤立化・複合化する生活課題の現実

【社会変化の動向】



・増え続ける老老介護世帯→介護者も病気や障がいを抱えている
場合も少なくないうえにダブルケア・トリプルケアという極限状態で
介護している人も・・・

・65歳以上の被介護者が、養護者の虐待等で死に至った事例は、
H18～H30年度まで20件台から30件台で推移（H30年度は21件）
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◎孤立化・複合化する生活課題の現実



【地域福祉に関する意識調査（抜粋）】

問９ あなたは、ふだん近所や地域の人とどのようなつきあいをしていますか。



問10 あなたは、地域の行事や町内活動などに参加していますか。【複数回答可】
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参加したことがない 全体（ｎ＝1,291）
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回答者のうち、地域の
行事や町内会活動に
参加したことがない人
は3割弱。7割の人は何
らかの地域活動に参
加した経験がある

参加の割合が高い活
動は自治会活動、公民
館活動とお祭り・盆踊り。
福祉活動への参加は
全般的に低調



問10－１ 参加したことがない理由は何ですか。【複数回答可】
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問13 あなたは、今までに福祉に関するボランティア活動に参加したことがありますか。
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問14 あなたは今後、次の分野のボランティア活動に参加したいと思いますか。

ア．子ども

参加したい分野
では、高齢者・障
がい者よりも子ど
も分野がやや高
い。
特に10～40歳代
の若い世代が子
ども分野の活動
に関心を持って
いる。子育て関
係の活動を入口
に、福祉活動へ
の関係を深める
ようなアプローチ
が有効か？



問20 あなたは、地震や風水害、火災などの災害に対して、どのような備えを行っていますか。
【複数回答可】
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その他

特に備えはしていない 全体（ｎ＝1,291）

（%）
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防災訓練への
参加は17.6％と
低調で、特に備
えていない人も
13.3％存在。
地域の防災会
活動の活性化と
住民の参加促
進が望まれる



問24 災害時における助け合いを行う上で、あなたはどのようなことが重要だと思いますか。
【複数回答可】
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動を活性化させ
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う意識は強い。
子育て分野と防
災分野を関連づ
けつつ、地域福
祉への参加の
道筋をつくること
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【意識調査から見た地域福祉推進の課題・まとめ】

◎今回の計画の大きな課題は、2040年以降を見据えた持続可能な
地域福祉の基盤づくり。カギとなる担い手は、前期高齢者層に加え
て30～40歳代の若い世代の参加

◎伝統的な地域団体の活動が停滞するなか、子育て支援や子ども食
堂（地域食堂）等、若い世代に関心の高い福祉活動と地域防災活
動をセットにして若い世代を巻き込む工夫が求められる

◎担い手づくりに注力しても、福祉活動の担い手の高齢化・減少とい
うトレンドを変えるのは困難。現在の担い手がいたずらに負担感を増
すことが無いよう、機能が重複するような地域団体の活動を大胆に
整理し、必要性の高い活動への持続的な参加を可能にする支援が
必要

◎子ども食堂（地域食堂）を核に、子育て支援や防災、介護予防・健
康づくり等、必要性が高いと思われる活動を総合的に展開できるよ
うな、小規模多機能型の地域拠点が必要


